
福島や東北の復興機運の風化を防止する「fukushima さくらプロジェクト」連動企画

第２回「さくら咲く ふくしま絵画コンクール」作品募集開始

２０１８年２月１日報道関係者各位

■コンクール開催概要

・コンクール名 ：さくら咲く ふくしま絵画コンクール
・テーマ ：『さくら』
・募集期間 ：２０１８年２月１日（木）～３月５日（月）
・応募資格 ：福島県に住む小学生
・募集部門 ：低学年の部、高学年の部
・賞 ：最優秀賞、金賞、銀賞、銅賞、審査員賞（部門ごとでそれぞれ１点を選出）
・主催 ：大東建託グループ みらい基金
・協力 ：fukushimaさくらプロジェクト
・後援 ：福島県教育委員会
・絵画展示場所 ：福島県白河市立図書館「りぶらん」

〒９６１-０９５７ 福島県白河市道場小路９６-５
・絵画展示期間 ：２０１８年３月２５日（日）～２０１８年４月１２日（木）を予定
・公式ＨＰ ：http://www.kentaku.co.jp/mirai/project/

「大東建託グループ みらい基金」は、２０１６年より復興のシンボルとして新種の桜「はるか」の植樹活動を中心に、福島
や東北の復興機運の風化防止に努めている「fukushima さくらプロジェクト」に賛同し、支援を行っています。
本年は、福島県会津若松市と白河市で行われるプロジェクションマッピングのイベント開催に合わせ、福島県内の小学
生を対象に「さくら」をテーマとした第２回「さくら咲く ふくしま絵画コンクール」を開催し、作品の募集を２０１８年２月１日
（木）より開始します。なお、受賞作品は、２０１８年３月下旬より福島県白河市立図書館「りぶらん」にて展示を行います。

NEWS RELEASE

【中学生の部】 【小学生高学年の部】 【小学生低学年の部】

＜前回（２０１７年）開催時の最優秀賞作品 テーマ：『さくらのある風景』＞

■大東建託グループ みらい基金とは

大東建託グループは、従業員と会社の共同基金「大東建託グループ みらい基金」を２０１５年４月から開始し、
「地方創生」や「災害復興」に寄与する活動・団体を支援しています。

詳細ページURL：http://www.kentaku.co.jp/mirai/



■応募者限定でワークショップ（無料）を実施

当コンクールの応募者に限り参加可能となる、無料のワークショップを福島県内の２会場で開催します。ワーク
ショップの会場は「fukushimaさくらプロジェクト」のプロジェクションマッピング開催地に合わせて、福島県の会津若
松市と白河市で行います。
ワークショップの内容は、事前に印刷したご自身の作品のアイロンプリントシートを、無地のトートバッグに転写し、さ
らにペイントするなどしてオリジナルのトートバッグを制作するというものです。

「大東建託グループ みらい基金」は、コンクールの応募作品を日常的に使用されるトートバッグにプリントすること
で、福島や東北の復興機運の風化防止に努める「fukushimaさくらプロジェクト」の活動やそれを支援する「大東建
託グループ みらい基金」の認知を高め、様々な取り組みに対する理解を深めていただきたいと考えています。

＜ワークショップ実施概要＞

会津若松市

日時：２０１８年３月１１日（日）１１時～１５時
会場：会津アピオ アピオスペース２階研修室

〒９６５-００５９ 福島県会津若松市インター西９０

白河市

日時：２０１８年３月２５日（日）１１時～１５時
会場：白河市立図書館「りぶらん」地域交流会議室

小会議室１・２
〒９６１-０９５７ 福島県白河市道場小路９６−５

＜本件に関するお問い合わせ＞

大東建託株式会社 経営企画室 広報ＣＳＲ課 ＴＥＬ：03-6718-9174

■『fukushimaさくらプロジェクト』とは

『fukushimaさくらプロジェクト』は、２０１３年より活動を開始しています。「はるか」の植樹活動などを通して、福島や
東北の復興機運の風化防止に努めています。さらに年に一度、プロジェクションマッピングなどを使った大規模な
イベントも行っています。
本年は、会津若松市（鶴ヶ城）と白河市（白河小峰城）の２つの会場にてプロジェクションマッピングイベント「はるか
２０１８ ～戊辰の風 花の雲～」を行う予定です。

＜会津若松編＞
開催時期：２０１８年３月２３日(金)-２４日(土)
開催地 ：〒９６５-０８７３ 福島県会津若松市追手町１−１（鶴ヶ城）

＜白河編＞
開催時期：２０１８年４月７日(土)
開催地 ：福島県白河市郭内１（白河小峰城）

２０１８年度 「はるか２０１８ ～戊辰の風 花の雲～」公式ＨＰ ＵＲＬ
http://www.fukushimasakura.jp/2018/index.html


